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日本版コネクト＆マネージを実現する制御システムの開発
プロジェクト推進状況（ご紹介）

2021年６月２９日
東京電力パワーグリッド株式会社

第54回 広域系統整備委員会
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はじめに

⚫ 昨年７月に国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
（NEDO）さまから受託した「日本版コネクト＆マネージを実現する制御シス
テムの開発」は、2020年7月から検討に着手し、学識者から構成される検討
委員会をこれまでに2回開催しており、2024年２月のシステム開発完了を
目指しているところ。

⚫ 本プロジェクトでは、基幹系統および当社が試行的に取り組むローカル系統に
おけるノンファーム型接続への対応に向け、当初「ノンファーム方式」のみを検
討のスコープとしていたが、混雑管理においてメリットオーダーを実現する速やか
な選択肢として整理された「再給電方式」についてもスコープに加え検討を進
めている。

⚫ 本日は、プロジェクトの概要、現時点の進捗状況についてご紹介させていただく。
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１．プロジェクト概要

◼ プロジェクト名

⚫ 日本版コネクト＆マネージを実現する制御システムの開発プロジェクト

◼ プロジェクト発足の経緯

⚫ 発電設備を新たに空き容量がない系統に接続する場合には、流通設備等の増強を行う必要があ

るが、流通設備等の増強には多額の費用と時間を要する。

⚫ 早期に再生可能エネルギーの導入を拡大するためには、「ノンファーム型接続」などの既存系統を有

効に活用する取り組みが重要となる。

⚫ 一定の条件下で系統への接続を認める「試行ノンファーム型接続」といった「日本版コネクト＆マネー

ジ」の仕組みを実現し、既存系統を最大限活用していくための効果的かつ合理的な制御システムの

開発と実証がNEDO事業で公募され当社が採択された（2020年6月）。

◼ プロジェクト目標と目標値

⚫ 日本版コネクト＆マネージの１つであるノンファーム型接続のためのシステムを開発し、実系統での実

証を実施する

◼ 期間

⚫ 2020年7月～2024年2月
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2．事業スコープ・検討委員会体制

◼ 対象業務

⚫ 系統抑制、需給抑制業務

系統抑制、需給抑制に関する業務

◼ プロジェクトの作業範囲

⚫ 系統抑制ロジックの検討、需給抑制ロジックの検討

⚫ スケジュール配信方法の検討

⚫ 上記業務のシステム化

◼ 参画企業

⚫ 東京電力パワーグリッド株式会社

⚫ 東京電力ホールディングス株式会社

⚫ 北海道電力ネットワーク株式会社

⚫ 東北電力ネットワーク株式会社

⚫ 一般財団法人電力中央研究所

⚫ 株式会社テプコシステムズ

⚫ 東京電設サービス株式会社

⚫ 株式会社日立製作所

⚫ 四国計測工業株式会社

⚫ 一般財団法人日本気象協会

⚫ 伊藤忠テクノソリューションズ株式会社

⚫ 国立大学法人東京大学



無断複製・開示禁止 東京電力パワーグリッド株式会社

5/16

検討委員会は、下記の委員・オブザーバーを招聘し、事業の方向性と進捗を報告、助言をい
ただくもの。2回／年の開催。

⚫ 委員長

加藤 政一 東京電機大学 工学部 電気電子工学科 教授

⚫ 有識者委員

飯岡 大輔 中部大学 工学部 電気電子システム工学科 准教授

坂本 織江 上智大学 理工学部 機能創造理工学科 准教授

造賀 芳文 広島大学 大学院先進理工系科学研究科 電気システム制御プログラム 准教授

辻 隆男 横浜国立大学 大学院工学研究院知的構造の創生部門 准教授

馬場 旬平 東京大学 大学院新領域創成科学研究科 先端エネルギー工学専攻 教授
原 亮一 北海道大学 大学院情報科学研究院システム情報科学部門 准教授

⚫ オブザーバー
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
経済産業省 資源エネルギー庁
電力広域的運営推進機関
送配電網協議会

（五十音順・敬称略）

2．事業スコープ・検討委員会体制
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３．ノンファーム方式のシステム構成概要

⚫ 各マネージメントシステムで算出した系統制約と需給制約の結果を連係し、
出力制御配信システムを介して、最適な出力制御値を各電源へ送信する。

需給制約マネージメントシステム

・調整力下げ代不足を解消する全系エリア出力制
御量を決定
・系統制約マネージメントシステムからの系統制御量
を踏まえ、ファーム電源およびノンファーム電源の制御
値決定

２ 出力制御配信システム

・ファーム電源およびノンファーム電源に出力
制御値を送信
・インターネットや専用回線等により、オンライ
ンでの出力制御を実施

３系統制約マネージメントシステム

・潮流状態を予測・作成

・系統混雑箇所を特定し、必要な系統制御量を算出
・ノンファーム電源の系統制御量について需給制約マネ
ージメントシステム側へ連係

1
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４．システム開発主要スケジュール

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

（１）本体システム開発

【ノンファーム方式】

【再給電方式】
（再給電高度化）
※混雑想定量の精度向上や
一定順序再給電への対応

システム設計・製作

（２）中給システム改修 ※その他既設システム改修は略

【再給電方式】
（調整力活用）

SW詳細設計・工事図面

SW・HW・データ作成

総合試験・検査

据付・対向試験・総合試験

試験系運用・チューニング

仕様検討

仕様検討

システム改修

業務フロー・システムフロー・要件定義

現在

フィールド実証

業務フロー・システムフロー・要件定義

仕様検討

再給電(調整力活用)
対応可能見込時期

ノンファーム、再給電(高度化)
対応可能見込時期

⚫ 当初のノンファーム方式に加え、再給電方式への対応に向け、下記のスケジュールで
システム開発を対応中。現在、両方式とも要件定義まで完了し、予定通りの進捗
状況。なお、完成した仕様書は各一般送配電事業者へ共有する。

検証
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（参考）再給電方式の導入スケジュール

2020.12.17 第５回広域連系系統のマスタープラン及び
系統利用ルールの在り方等に関する検討委員会資料１

⚫ 本プロジェクトでは、当初ノンファーム方式のみをスコープとしていたが、混雑管理にお
いてメリットオーダーを実現する速やかな選択肢として整理された、再給電方式につ
いてもスコープに加え検討を進めている。



無断複製・開示禁止 東京電力パワーグリッド株式会社

9/16

５．再給電方式への対応状況

⚫2022年度開始予定の調整力を活用した再給電方式は、中給システム等の既存シ
ステム改修により対応予定。調整電源の発電上限設定や情報公開等の機能を具備
する。

⚫2023年度中に導入予定の一定順序による再給電方式は、これまでに各審議会で
整理いただいた内容に基づき要件を確定し、2021～2022年度でシステム設計・製
作・試験、2023年度に実系統におけるフィールド実証を実施予定。

⚫なお、日本版コネクト＆マネージメントシステムの想定潮流作成ロジックや出力制御値
配信等の一部機能は、将来の市場型へ移行後も活用可能と想定。

中給システム

2022年 調整力を活用した再給電方式の対応 2023年 一定順序による再給電の対応

G

電源Ⅲ

日本版コネクト＆

マネージメントシステム
中給システム

再エネ

・簡易的な混雑計算
・調整電源の発電上
限設定
・情報公開
等

指令 指令

連携

・想定潮流活用による
混雑計算の精度向上
・一定順序の管理
・調整力以外への指令
等

指令

調整力調整力



無断複製・開示禁止 東京電力パワーグリッド株式会社

10/16

（参考）再給電方式のシステム概要（2024.2時点）

⚫ ノンファーム型接続電源に加え、調整電源の発電上限値設定や電源Ⅲ火力
等の出力制御値を算出する。
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６．ノンファーム方式への対応状況

⚫ノンファーム方式は2020年度中に基本仕様は作成完了。ノンファーム方式の
内、一般送配電事業者で決定することとされていた、混雑予想の通知タイミン
グ等は下表の整理によりシステム開発を実施する。

項目 整理の概要

出力制御値通知のタイミ
ング、算出条件等

実需給前日の通知タイミング
1回目の通知は、処理時間を考慮し、前日
15~17時に実施

実需給当日の通知タイミング
（αの時間設定）

2回目の通知はα=4時間とし、実需給の5時
間前に実施

発電所への出力制御方法
電源種別に依らず全電源をオンライン化（特
高は専用線、高低圧はインターネット）

高低圧の系統切替考慮
他制度の整理に準じ、高低圧は系統固定とす
る

低圧NF電源の発電計画提出方法 必要に応じ、個別の発電計画を提出を依頼
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（参考）ノンファーム方式での出力制御通知タイミング等

広域機関HP資料抜粋
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（参考）出力制御値通知のタイミング①

前日スケジュール PM

P0配信
(需給調整市場
創設後)

需給調整市場
三次②

【優先給電ルール】
長周期広域
周波数調整

需給制約による
出力制御値の算出

系統制約による
出力制御値の算出

入札受付期間
約定
処理

入札
〆切

入札
開始

翌日策定

P0

12時 13時 14時 15時 16時

要請

17時

BG計画
提出〆切

算出結果

NF系統
制御量

出力
制御
＋
HP
公表

BG計画

P0

BG計画

ΔkW

出
力
制
御

エリア
制御量

長周期

BG計画

⚫ 出力制御通知のタイミングは「①翌日発電計画提出後」「②実需給の1+α時間
前」「③実需給の1時間前（発電計画確定の直後）」の3回とされており、①②の
具体的なタイミングを整理。

⚫ ①のタイミングとして、計画〆切からの演算時間や出力制御値の送信等に要する時
間を考慮し、実需給前日の15時～17時に出力制御値を通知する。
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（参考）出力制御値通知のタイミング②

第18回電力・ガス基本政策小委 資料4

⚫ ②のタイミングは、GC時点の発電計画に出力制御量を反映するための時間
として、FIT特例①の予測量受領から入札量決定までに必要な時間を参考
にαを4時間と設定し、実需給の5時間前に通知とする。
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（参考）高低圧電源の扱い

⚫ 高圧以下の系統では日々の作業などで頻繁に系統切替が行われており、こ
れらを一元的に管理するシステムの導入には時間を要することが考えられる。

⚫ このため、N1電制時の議論も踏まえ、系統制約時の出力制御においても、
高低圧電源は連系時の系統へ固定とする。

第47回広域系統整備委員会 資料3
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（参考）発電所への出力制御方法

⚫ 需給制約による出力制御では、下表のとおり、自動電話システムによるオフラ
イン制御を行っているところだが、系統制約による出力制御では、発電計画
値に対して一律に制御することや、出力制御量低減の観点から、すべての電
源に対してオンラインで出力制御を実施する。

通信回線 系統混雑による制御
(参考)※1

優先給電ルールによる制御

特高

太陽光 専用線 専用線

風力 専用線 専用線

その他(ﾊﾞｲｵﾏｽ,同期機) 専用線 自動電話システム(※2)

高低圧

太陽光 インターネット インターネット

風力 インターネット インターネット

その他(ﾊﾞｲｵﾏｽ,同期機) インターネット※3 自動電話システム(※2)

【留意事項】
※1：FIT法における旧・新・指定ルールの違い等により異なる扱いとなる場合がある。
※2：優先給電ルールに基づき、太陽光・風力よりも優先的に出力制御されるため、運転停止が必要となる蓋然性が高く、実需給前日夕方に連絡する

ことから、自動電話システムが構築されている。
※3：協議によっては専用線とさせて頂く可能性がある。


